
2020年4月24日

釧路市教育長　　岡部　　義孝　　様

日本共産党釧路市議団

団長　　村上和繁

新型コロナウイルス感染症対策に関する緊急要望

4月16日、北海道も緊急事態宣言の対象となったことから釧路市も「一斉休校」

を開始した。この休校は、感染者の大幅な増加から子どもへの感染防止策と受け止めてい

ます。ただし、学校には子どもを守り育てる社会的機能があります。そのため、学校を休

校にしても機能を止めてはなりません。子どもの学びや心のケア、困難をかかえる子ども

への対応・支援、受け入れニーズの高い特別支援学校での配慮など、検討すべきことがあ

ります。

子ともたちへの感染防止と休校中における学校の機能をどう果たすか、それらの

課題解決に教育委員会の役割が求められています。また、学校再開にあたっても様々な課

題が出来ているし、想定される。長期化により授業時数が十分に確保されなければ評価も

出来ないこと、子ともたちに添わない学習課題の「押し付け」等、懸念される。それの課

題について、一人一人の教職員及び保護者の考え、思い、声を集めることが重要です。「現

場を顧みない指示」が出されることのないよう強く望むものです。

I．「一斉休校」に伴う子ともたちへの影響と不宅を解消する施策の検討を求助さす

（1）学校休校中における子ともたらの遊びや居場所を確保すること。また、分散登校日

は、学校規模に応じて充分な防止対策を講じた上で設定すること。

（2）前回の休校期間中は、子どもたらが家庭でじっとしているしかない子どもが多く、

ストレスをためていました。ゲームや動画付けの問題もありました。家の周りの散歩やラ

ンニング、距離をおいた公園などの外遊びなど行うこと。その際、「三蜜」をクリアするた

めの条件を整備すること。

（3）休校の長期化で子どもの状態が見えにくくなっていることから、虐待が心配される

子どもと家庭には、関係機関からの定期的な連絡などを行うこと、また、虐待が疑わしい

場合には、関係部署との連携を強化し方策を検討すること。

（4）子ともたらへの感染を防ぐため、また、教職員の健康を守るためにも在宅勤務を基

本とすること。その一方、子どもへの状況によって出勤する場合は、午前・午後の4時間

ずつの時差出勤・退勤など最大限リスクを減らして対応すること。

（5）新型コロナゥィルス感染症の影響は長期化することから、今年度は「嘩業時数の確

保」「すべての単元の履修」については、無理が生じます。例えば「履修」すべき内容につ

いて、基礎的な内容に厳選するなど釧路市教育委員会の責任でおこなうこと。



（6）貧困や不登校など様々な課題を抱える子どもたらへのきめ細やかな対応が求められ

ている。異体的な方策を検討すること。また、児童養護施設への人的派遣や財政支援を検

討すること

（7）センター方式による給食の提供は、機敏な対応できない問題がある。しかし、深刻

化する貧困問題からも、また、「一斉休校」という、このようなときこそ子ともたちへの給

食提供が求められている。検討・実施すること。

Z．学校再掲徐に訊ける軟膏活動の積封と子とも・保請書への舐鴫を

前回の「一律休校」から再開した学校における教育活動は、余裕のない大変窮屈

なもので、そもそも三つの密をクリすることは困難です。また、授業再開についても、運

（　動会など諸行事の延期や授業時数の確保や感染防止に係る制限などから余裕の率い教育活

動となります。ついては、「各学校において工夫しなさい」という指示ではなく、現状を踏

まえた施策の検討が重要です。

（1）それぞれの教室の広さから子ともたらの机を1ロ1離すことはできません。そね物理

的な対応については、教育委員会が責任をもって、学校現場と相談し、考えを示すこと

（2）相次ぐ行事の延期と中止、音楽授業は歌と鍵盤ハ「モ二カ・リコーダーの自粛、家

庭科の調理のとりやめ、体育の内容制限など、あまりにも多くの制限があることから教育

課程を年度内に終了することは困難です。早急に教育課題を整理し、方向性を示す事。ま

た教育内容については、重点を絞りこむなど検討すること

（3）低学年の子どもたちは「体を動かしたい」「友達と話したい」というのは、当たり前

のことであり、それを我慢することには限界があります。子ともたらの思いに応える対応

を考えること。

（4）安易に夏休み期間を短くして学習時間の確保を図るのではなく、子どもや保護者に

説明したうえで具体化すること

3．学校に三相十る感染防止古河応

（1）各学校にマスクや消毒液、体温計、液体せっけん、ペー／トタオルを配給すること

（2）子ともたらが登校してから発熱した場合の対応マニュアルを作成すること

（3）子どもが発熱し、感染が疑われる場合の待機場所を確保すること。また、市立病院

や釧路保健所の連絡ルートを確立すること


